

















































































































































と、二人とも泉に落ちた。泉の底に水の魔女がいて、彼女はこう言った。 「さあ、お前たちを捉まえたぞ、お前たちは私のために今、一生懸命に働かなければならないよ」 、こう言って彼女は兄妹を連れ去った。水の魔女は女の子に縺れ汚れた麻を紡ぐように与え、ま 女の子は穴のあいた桶に入れた水を運び 男の子は切れない斧で木を伐らなければならなかったが、石のように硬いパンの塊以外には何も食べるものをもらえなかった。子供ちはとうとう耐えきれなくなって、ある日曜日、魔女が教会へ行くまで待って逃げ出した。教会が終わったとき、魔女は鳥たちが飛び去ったことに気づい 。そして跳ぶように彼ら 後を追 た。 供たちは遠くか 魔女の姿を見ると、女の子はブラシを後ろに投げた。それは大きなブラシ山になり、その幾千本もの針を魔女は苦労
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がした。小さな子が高い木に座って叫んでいる。母親と木の下で眠り込んでいたとき、猛禽に攫われたのだ 山番は に登って子供を下ろし、自宅 連れ帰ってレンちゃんと一緒に育てることに 木の上で見つけたのでめっけ鳥と名付けた。 たちは仲良しになった。　
山番には料理人のお婆さんがいた。ある晩、彼女は井
戸から水を何度も運んでい レンちゃんが訊ねると、明日の朝、山番が出かけたら、水を沸かし、その中でめっけ鳥を煮るのだと言う。翌朝、父親が狩りに出発たあと、レンちゃんはめっけ鳥と共 立ち去る。 供たちが逃走したことに気づいた料理人は、三人の下男に追跡させる。遠くから彼 の姿を見たレンちゃんはめっけ鳥に言う、あなたは薔薇の幹になりなさい、わたし 薔薇になるから と。下男たちはそれに気づかず 家 帰り料理人に叱られ、ふたたび追跡を開始する。彼らを遠くから見たレンちゃんはめっけ鳥に言う、あなたは教会になりなさい、わたしはその中のシャ デリア る
26










































































































































































































































































































ので現世に戻ろうと男神が言うと、女神は、私はもう黄泉国の食物を食べてしまったが黄泉国の神と相談するので、その間、私を見てはならないと答えて御殿に帰る。なかなか姿を見せないので、男神が櫛の太い歯を折って火をともし御殿の中を見ると、女神の身体には蛆 たかり 八種の雷神が音を立ててい 。
　
ここに伊邪那岐命見畏［みかしこ］みて逃げ還ります
時、その妹伊邪那美命、 「吾［あ］に辱［はぢ］見せつ」と言ひて、即ちよもつしこめを遣 つかは］して追はしめき。ここに伊邪那岐命、黒御縵［くろみ づら］を取りて投げ棄つる、すなはち蒲子生［えびかづらのみなりき。こを摭［ り］ひ食［は］む間に逃げ行く。なほ追ひしかば、またその石の御みづらに刺せるゆつつま櫛［ぐし］を引きかきて投げ棄つる、すなはち笋生［たかむなな］りき。こを抜き食［は む間に逃げ行きき。　
また後［のち］にはその八［やくさ］の雷神に、千五




























































































































る。すなわち、テュフォンは逃げる穀物の母イシス（デメーテール）を追跡するのだが、その時、彼女は彼に向ってひと束の穂を投げ 。その穂は空一面 飛び散って、一筋の道を形づくる。同じことを叙事詩に転換するとこうなる。テュフォンはオシリス 遺体を切り刻み、その破片をまき散らす。イシスは歩み出て、人が落ち穂を拾う時のように、すべての破片 注意深く拾い上げる。またメデアは彼女の子供たち 寸断された身体






















（散文） 『エッダ』 （ 「ギュルヴィたぶらかし」 ）に登場する女巨人が生んだ最強の狼で〈マーナガルム（月 犬） 〉呼ばれる。 「この狼は、死ぬ人間すべての肉で腹をみたし月をとらえ、天と空を血塗る。……『巫女の予言』にはこういわれている。 〈東のイアールンヴィズ（鉄の森）に／

























ん金の綱」 、 「牛方山姥」 、 「食わず女房」 （口無し女房）共々「厄難克服」のジャンルに分類したが、呪的逃走（＝逃竄）譚に関して独立した論文は残していない。しかし著作の各所で彼はこのテーマに言及している。 『桃太郎の誕生』 （昭和八年刊行）の次の一節がそうである。
　
怖畏［ふい］を基調とした昔話の宇宙観が、後に壮快

























のいわゆる「超人間的に手強く」 「一筋縄では手におえぬ」「害敵」はまさしくこれに相当するが、日本昔話におけるその代表格は「山姥」であろう。 「尋常の武器」では歯が立たず、 「闘う」よりは「逃げて」助かるしかないという意味で、逃竄譚は、 桃太郎」のよ な英雄譚とは逆の位置を占める。しかし「山姥」には、意外にも、弱点があると柳田は語る。
　
昔話に山姥の出て来るのは、よく知られたものが四



































































































































































































































































































込む自然（山姥の森／魔女の泉等）の神秘的な負の側面を覗かせるが、水は、他方で、生命にとって不可欠 物質として、当然、神聖な正の側面も具備している。キリスト教が歴史的に重要な役割を果たしてきたヨーロッパでは特に、 「洗礼」に象徴される水 浄化作用は遍く知られている。 「洗礼」は「水に浸すこと」を意味するギリシア語baptism
a
に由来するが、それは「七つの秘跡の一つで、




教においても「清めの儀式」に用いられ、例え ギリシアの女神の彫刻像は、不滅の力と処女性を再生すべく毎年水を浴び、インドではガンジス川が ヨルダン河と同様、聖なる川となって る（ 『元型と象徴の事典』 キリストの洗礼
（1
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